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Properties of new interferometer using modified FM tuners 
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地震予知の手法としてのＦＭ放送波観測において、その到来方向の決定は非常に重要な要素である。 

ここでは、複数基の八木アンテナおよびＦＭチューナーにより構成された干渉計を用いることにより、ＦＭ波

の到来方向（方位角、仰角）を数度の精度で決定することを目指した。 

この干渉計の特性について報告する。 

 


